
夕張市議会だより      ８月１日号        1

平
成
23
年
６
月
24
日
か
ら
開

会
の
、
平
成
23
年
第
２
回
定
例

市
議
会
で
の
一
般
質
問
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
掲
載
は
質
問
順
で
す
。  

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

◎
東
京
都
と
の
連
携

に
つ
い
て

■
質
問

(

１)

東
京
都
と
の
連
携
と
夕
張

の
再
生
に
つ
い
て

(

２)

夕
張
が
東
京
に
貢
献
で
き

る
こ
と
は
何
か

■
答
弁

(

１)

東
京
都
と
の
連
携
に
つ
い
て

は
、
具
体
的
に
副
市
長
相
当
の
理

事
の
派
遣
が
決
定
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
ま
た
知
事
部
局
に
夕
張

支
援
の
窓
口
を
設
置
し
て
頂
い

た
。今

後
は
、
関
係
部
局
と
本
市
が

協
議
を
し
て
農
業
の
振
興
な
ど

経
済
活
動
が
発
展
す
る
よ
う
、

そ
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
く
。

(

２)

夕
張
が
東
京
に
貢
献
で
き

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
夕
張
の
自
然

や
空
き
市
営
住
宅
の
活
用
に
よ

り
、
東
京
で
は
で
き
な
い
事
の
実

現
や
子
ど
も
達
の
研
修
の
場
と

し
て
の
考
え
方
を
示
し
、
活
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
関
係
者
と

協
議
し
て
い
く
。

◎
医
療
体
制
に
つ
い

て
つ
い
て

■
質
問

(

１)

市
内
外
の
連
携
に
つ
い
て

(

２)

市
立
診
療
所
の
役
割
に
つ

い
て

(

３)

診
療
所
の
改
築
計
画
に
つ

い
て

■
答
弁

(

１)

市
内
外
の
連
携
に
つ
い
て

は
、
初
期
救
急
を
は
じ
め
市
内
医

療
機
関
の
連
携
は
と
て
も
重
要

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
市
民
に
も

不
要
不
急
な
診
療
を
し
な
い
よ

う
お
願
い
を
し
な
が
ら
、
限
ら
れ

た
医
療
資
源
を
有
効
活
用
し
て

い
た
だ
く
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

(

２)

市
立
診
療
所
の
役
割
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
市
内

の
中
核
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
今

後
、
市
・
医
療
機
関
・
市
民
の
代

表
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
協
議
機

関
を
設
け
、
意
見
交
換
を
行
う

こ
と
と
し
、
広
く
意
見
を
聞
い
た

中
で
診
療
所
の
役
割
に
つ
い
て
の

考
え
方
を
ま
と
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。

(

３)

診
療
所
の
改
築
計
画
に
つ

い
て
は
、
先
に
役
割
の
質
問
に
答

え
た
と
お
り
、
市
民
の
代
表
も
含

む
協
議
会
の
ご
意
見
も
参
考
に

進
め
る
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
再

生
計
画
に
登
載
さ
れ
た
年
限
に

縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
市
・
医
療

機
関
・
市
民
の
合
意
の
も
と
進
め

て
い
く
。

◎
三
世
代
交
流
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

■
質
問

(

１)

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て

(

２)

保
護
者
が
共
働
き
の
場
合

の
子
ど
も
達
と
高
齢
者
と
の
交

流
に
つ
い
て

■
答
弁

（１
）
人
情
味
あ
ふ
れ
る
夕
張
の

魅
力
を
次
世
代
に
継
承
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

高
齢
者
と
子
ど
も
達
が
ふ
れ

あ
う
場
所
、
例
と
し
て
市
営
住

宅
の
空
家
を
活
用
し
、
子
ど
も
達

を
自
分
の
孫
の
よ
う
に
見
守
り
、

子
ど
も
達
は
自
分
の
「
お
じ
い

ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
と
思

う
よ
う
な
地
域
を
創
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

(

２)

保
護
者
が
共
働
き
の
場
合

の
交
流
に
つ
い
て
は
、
現
在
市
内

２
箇
所
で
学
童
ク
ラ
ブ
を
設
置

し
て
対
応
し
て
い
る
。
今
後
、
高

齢
者
と
児
童
・障
が
い
者
が
交
流

で
き
る
行
事
を
行
い
た
い
と
考
え

て
い
る
。

ま
た
、
「
各
地
域
毎
に
高
齢
者

が
地
域
の
子
ど
も
達
を
見
守
る
」

こ
と
に
つ
い
て
は
、必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
が
、
地
域
に
よ
っ
て

様
々
な
形
態
が
あ
る
こ
と
か
ら

各
地
域
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が

ら
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◎
ユ
ー
パ
ロ
の
湯
に

つ
い
て

■
質
問

(

１)

現
在
の
管
理
体
制
に
つ
い
て

(

２)

今
後
こ
の
施
設
の
基
本
的

な
考
え
方
に
つ
い
て

角

田

浩

晃

議

員

質

問

大

山

修

二

議

員

質

問
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えするために、「議会だより」を発行しています。
また、市役所本庁・南支所及びふれあいサロンにも配
布しております。
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■
答
弁

(
１)

昨
年
12
月
に
前
管
理
者
の

指
定
取
消
し
以
降
、
市
が
除
排

雪
、
配
管
設
備
維
持
の
た
め
の
ボ

イ
ラ
ー
燃
焼
や
定
期
的
な
温
水

循
環
等
、
直
接
管
理
を
行
っ
て
き

た
。
４
月
か
ら
の
経
費
は
、
凍
結

の
恐
れ
も
な
い
こ
と
か
ら
、
老
健

施
設
へ
温
泉
を
送
る
た
め
の
ポ

ン
プ
稼
動
に
要
す
る
電
気
料
の

み
と
な
っ
て
い
る
。

(

２)

今
後
の
基
本
的
な
考
え

方
に
つ
い
て
は
、
こ
の
施
設
は

市
の
交
流
人
口
増
加
に
寄
与

し
、
雇
用
の
面
に
お
い
て
も
一

役
を
担
う
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
次
回
の
公
募
に
あ
た
り
、

施
設
・
設
備
等
の
補
修
経
費
を

調
査
し
て
い
た
だ
け
る
協
力
業

者
を
求
め
、
そ
の
デ
ー
タ
を

も
っ
て
再
度
公
募
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
の
管

理
体
制
で
は
厳
寒
期
を
迎
え
ら

れ
な
い
た
め
、
迅
速
に
取
り
進

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◎
夕
張
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

■
質
問

(

１)

小
・
中
学
校
の
統
合
に
よ

る
今
後
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

づ
く
り
の
影
響
と
課
題
及
び
取

組
み
に
つ
い
て
（
学
校
を
中
心
と

し
た
地
域
活
動
の
減
少
に
よ
る

影
響
と
課
題
）

(

２)

行
政
改
革
で
の
機
構
の
見

直
し
の
中
で
、
地
域
担
当
職
員

制
度
の
配
置
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

■
答
弁

(

１)

保
護
者
や
地
域
の
方
々

の
協
力
を
い
た
だ
き
、
ゆ
う
ば

り
小
学
校
が
開
校
し
た
。
今
後

は
夕
張
全
域
が
参
加
す
る
大
き

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
な
る
こ

と
か
ら
、
知
ら
な
い
人
同
士
が

交
流
を
図
り
「
オ
ー
ル
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
」
に
な
る
こ
と
を
考

え
て
い
る
。

一
方
、
南
・
北
に
広
い
本
市

の
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
も

大
切
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て

て
も
可
能
な
限
り
支
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

(

２)

地
域
担
当
職
員
制
度
に

つ
い
て
は
、
閉
塞
感
を
打
破
す

る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
企
画
室

を
新
た
に
設
置
し
、
地
域
を
把

握
し
な
が
ら
「
出
来
る
こ
と
・
出

来
な
い
こ
と
」
を
明
確
に
し
て
、

地
域
が
主
体
と
な
っ
た
「
ま
ち

づ
く
り
」
の
サ
ポ
ー
タ
ー
役
に

務
め
な
が
ら
、
高
齢
化
の
進
む

本
市
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
住
宅
の
集
約
化
に
つ

い
て
は
、
市
営
住
宅
の
老
朽
化

等
に
よ
り
41

世
帯
の
皆
様
に

移
転
を
し
て
を
し
て
頂
い
た
。

移
転
先
に
つ
い
て
は
、
知

人
・
友
人
同
士
や
高
齢
者
の

方
々
を
低
層
階
や
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
付
住
宅
等
へ
の
入
居
の
配

慮
を
行
い
な
が
ら
実
施
し
、
今

後
も
不
安
の
軽
減
を
図
る
た
め

類
似
す
る
栗
山
町
の
町
営
住
宅

見
学
会
を
開
催
し
、
さ
ら
に

は
、
皆
様
か
ら
地
域
活
動
へ
の

課
題
等
も
お
聞
き
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

◎
小
・
中
学
校
統
合
後

の
環
境
整
備
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

■
質
問

(

１)

安
心
・
安
全
の
為
の
通
学

路
に
つ
い
て
（
通
学
路
の
除
雪
が

間
に
合
わ
な
く
、
車
道
と
歩
道

が
漠
然
と
し
て
子
供
達
が
車
道

を
歩
く
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
歩

道
側
の
側
溝
蓋
の
破
損
に
よ
り

降
雪
時
に
足
を
踏
み
落
と
す
危

険
が
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
壁
か
ら
の
小
規
模
な

雪
崩
が
あ
り
危
険
。
）

(

２)

特
別
支
援
体
制
に
つ
い
て

（
学
校
の
統
合
に
よ
り
、
支
援
を

要
す
る
児
童
・
生
徒
が
一
校
に

集
ま
り
、
小
学
校
に
お
い
て
は
、

発
達
障
が
い
に
該
当
す
る
児
童

が
10
名
、
中
学
校
で
は
12
名
の

学
力
遅
延
の
生
徒
に
対
し
て
、

管
理
職
が
個
別
指
導
を
行
っ
て

い
る
が
、
少
し
手
を
掛
け
れ
ば

伸
び
る
子
ど
も
達
に
ま
で
指
導

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
大
変
厳

し
い
状
況
に
あ
る
の
で
は
と
考

え
る
。
）

■
答
弁

(

１)

通
学
路
の
除
雪
に
つ
い

て
、
わ
だ
ち
が
生
じ
な
い
除
雪

作
業
・
ス
リ
ッ
プ
防
止
剤
の
こ

ま
め
な
散
布
・
ス
ピ
ー
ド
の
抑

制
を
啓
発
す
る
注
意
看
板
の
設

置
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
通
学
時
間

ま
で
に
除
雪
が
完
了
す
る
よ
う

協
力
を
要
請
し
て
い
く
。
雪
庇

や
雪
崩
等
の
危
険
対
策
に
つ
い

て
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し

安
全
・
安
心
の
通
学
路
が
確
保

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

(

２)

特
別
支
援
体
制
に
つ
い

て
は
、
支
援
を
要
す
る
児
童
・

生
徒
が
４
％
ほ
ど
普
通
学
級
に

在
籍
し
て
い
る
が
、
教
師
だ
け

で
は
十
分
な
個
別
指
導
を
行
う

事
が
厳
し
い
と
考
え
て
お
り

「
特
別
支
援
教
育
支
援
員
」
一

名
を
配
置
し
、
加
配
措
置
さ
れ

て
い
る
教
員
も
適
時
こ
う
し
た

対
応
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
障
が
い
を
持
つ
子
ど

も
達
の
支
援
と
、
各
機
関
と
の

連
携
協
力
を
進
め
る
た
め
に

「
特
別
支
援
教
育
連
携
協
議

会
」
を
立
ち
上
げ
、
指
導
の
充

実
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。

◎
防
災
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

■
質
問

(

１)

地
震
・
崖
崩
れ
・
水
害
等
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
づ
く
り
、
防
災

対
策
は
。

(

２)

耐
震
避
難
所
や
食
料
の
備

蓄
は
。

(

３)

消
防
職
員
の
充
足
率
、
機

器
の
配
備
、
今
後
の
課
題
は
。

(

４)

泊
原
発
の
停
止
、
原
発
か
ら

の
撤
退
表
明
と
関
連
団
体
へ
の

働
き
か
け
を
。

■
答
弁

（
１
）

ハ
ザ
―
ド
マ
ッ
プ
は
費
用

が
高
額
の
た
め
、
地
域
で
の
避
難

の
協
力
体
制
づ
く
り
（
要
援
護
者

支
援
制
度
）を
検
討
。

（
２
）
耐
震
化
収
容
所
は
１
万
５

千
人
分
。
備
蓄
は
不
足
の
た
め
、

小

林

尚

文

議

員

質

問

高

間

澄

子

議

員

質

問

熊

谷

桂

子

議

員

質

問
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各
家
庭
で
３
日
分
の
食
料
の
準

備
を
。

（
３
）
職
員
の
充
足
率
は
48
％
。

泊
原
発
や
原
子
力
発
電
に
つ
い

て
は
、
今
後
情
報
収
集
に
努
め

た
い
。

■
要
望

消
防
職
員
の
増
員
と
、
子
育
て

世
代
の
代
表
・
夕
張
メ
ロ
ン
の
産

地
の
首
長
と
し
て
『脱
原
発
』に
つ

い
て
今
後
の
検
討
を
。

◎
安
心
で
き
る
医
療
・

介
護
・
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
を

■
質
問

(

１)

市
内
の
医
療
体
制
、
国
保

料
や
医
療
費
の
減
免
の
実
情

と
、
そ
の
問
題
点
、
今
後
の
対
処

は
。

(

２)

介
護
保
険
の
保
険
料
や
利

用
料
の
負
担
、
減
免
措
置
は
。

(

３)

高
齢
者
福
祉
、
障
害
者
福

祉
の
実
情
と
問
題
点
、
対
処
は
。

■
答
弁

市
内
外
と
連
携
し
た
初
期
救

急
＋
介
護
福
祉
士
と
の
連
携
や

包
括
的
な
医
療
が
大
切
。
国
保

の
減
免
で
は
、
７
割
・
５
割
・
２
割

の
減
額
、
退
職
を
余
議
な
く
さ

れ
た
場
合
、
算
定
額
を
30
％
に

な
ど
、
申
請
に
よ
る
減
免
を
実

施
。
介
護
保
険
料
も
災
害
や
失

業
の
場
合
、
減
免
や
納
付
猶
予

が
あ
る
。
住
宅
は
、
高
齢
者
専
用

住
宅
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、
養
護

老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
が
あ
る
。
障
害
者
に
つ
い

て
は
受
け
入
れ
の
充
実
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、
清
光
園
で
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
建
設
。
今
後
も

社
会
福
祉
法
人
と
連
携
し
、
高

齢
者
・
障
害
者
の
た
め
、
相
談
体

制
を
充
実
す
る
。

◎
石
炭
博
物
館
に
学
芸
員
を
お

き
、
市
民
と
と
も
に
つ
く
る
博

物
館
の
構
想
・
実
施
を

■
質
問

南
大
夕
張
鉄
道
保
存
会
や
歴

史
的
な
坑
口
、
語
り
部
活
動
に

意
欲
を
持
つ
元
炭
鉱
マ
ン
な
ど
、

市
内
全
域
を
博
物
館
（
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
と
し
て
活
用
す

べ
き
で
は
。

■
答
弁

石
炭
博
物
館
連
絡
協
議
会
で

「
開
か
れ
た
博
物
館
」
を
目
指
し

た
協
議
を
し
、
市
民
参
加
、
活
用

を
こ
の
会
で
論
議
し
、
炭
鉱
で
働

い
た
人
や
豊
富
な
知
識
を
持
っ
て

い
る
人
か
ら
知
恵
を
集
め
た
い
。

◎
自
治
体
の
憲
法
と
い
わ
れ
る

住
民
自
治
基
本
条
例
を
、
新
体

制
の
今
こ
そ
、
住
民
と
共
に
つ

く
る
べ
き
で
は
。

■
答
弁

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
ま
ず

は
市
民
参
加
の
シ
ス
テ
ム
を
つ
く

る
環
境
整
備
が
必
要
。

■
要
望

新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

自
治
体
の
憲
法
を
つ
く
ろ
う
と

し
て
も
、
財
源
が
限
ら
れ
て
い
る

と
い
う
答
弁
。
住
民
が
市
政
に

参
加
し
、
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

も
３
百
億
を
超
す
借
金
が
妥
当

な
も
の
か
、
市
民
・
議
会
・
行
政

で
検
証
す
る
場
を
要
望
す
る
。

◎
市
有
財
産
の
有
効

活
用
に
つ
い
て

■
質
問

(

１)

小
・
中
学
校
が
昨
年
度
を

も
っ
て
統
合
さ
れ
、
８
校
の
空
き

校
舎
の
活
用
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
が
今
後
の
活
用
は
。

(
２)

移
住
・
定
住
に
つ
な
が
る

私
有
地
の
活
用
に
つ
い
て
、
再

建
、
再
生
計
画
で
土
地
開
発
公

社
の
土
地
を
計
画
的
に
買
い

取
っ
て
お
り
、
多
く
の
市
有
地
が

あ
る
。
本
市
の
個
人
住
宅
の
新

築
は
、
平
成
17

年
度
は
19

件

あ
っ
た
も
の
の
、
破
綻
後
は
５
年

間
で
９
件
の
新
築
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
若
い
人
が
住
宅
を
持
て

る
よ
う
、
無
償
に
近
い
金
額
で

提
供
で
き
な
い
か
。

■
答
弁

(

１)

滝
の
上
小
学
校
は
生
活
館

と
し
て
活
用
、
幌
南
小
学
校
は

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と

し
て
（株
）
ス
ポ
ー
ト
ピ
ア
が
許
認

可
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
う
え
で
、
夕
張
市
市
有
財

産
活
用
基
本
方
針
を
策
定
し
、

空
き
校
舎
に
つ
い
て
、
無
償
譲

渡
、
無
償
貸
し
付
け
と
し
て
い

る
。
今
後
と
も
有
効
活
用
に
向

け
、
前
向
き
に
検
討
す
る
。

(

２)

市
有
地
に
関
し
て
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
売
却
を
推

進
し
て
お
り
、
収
入
の
確
保
に
努

め
て
い
る
。

鹿
の
谷
旧
公
営
住

宅
、
旧
職
員
住
宅
な
ど
の
売
却

に
よ
り
、
市
内
単
身
者
用
住
宅

に
改
修
さ
れ
、
す
で
に
入
居
済

み
と
な
っ
て
い
る
。

土
地
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
購

入
さ
れ
た
方
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
、
現
在
検
討
し
て
い
る
。

◎
財
政
再
生
計
画
に
対

す
る
取
り
組
み
姿
勢
に

つ
い
て

■
質
問

(

１)

こ
の
計
画
は
、
市
民
の
声

を
反
映
し
た
財
政
再
建
と
、
地

域
の
再
生
を
目
的
と
し
た
も
の

で
あ
り
「
借
金
返
済
」
の
み
の
計

画
で
は
な
い
。
国
か
ら
の
軋
轢

（
あ
つ
れ
き
）
に
屈
す
る
こ
と
な

く
具
現
化
さ
れ
た
い
。

計
画
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
は
な

い
の
で
、
現
状
に
対
し
て
の
変
更

も
必
要
と
思
う
。
３
百
22
億
、

返
済
期
間
17
年
は
長
す
ぎ
る
。

国
と
北
海
道
と
の
連
携
を
さ
ら

に
深
め
、
期
間
短
縮
に
努
力
さ

れ
た
い
。

(

２)

「
各
種
改
革
」
に
つ
い
て
市

長
の
見
解
・
希
望
を
お
尋
ね
し

た
い
。

■
答
弁

(

１)

「財
政
再
生
計
画
」を
基
本

と
し
て
進
め
て
い
く
。
策
定
時
に

予
期
さ
れ
な
か
っ
た
事
柄
や
必

要
な
事
業
費
、
ま
た
歳
入
の
確

保
と
歳
出
の
抑
制
な
ど
を
考
え

合
わ
せ
取
り
組
ん
で
い
く
。
厳
し

い
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
市
民
と
心

を
ひ
と
つ
に
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
姿
勢
が
必
要
で
あ
る
。
「
期
間

短
縮
」に
つ
い
て
は
、
国
も
北
海
道

も
共
通
認
識
を
持
っ
て
い
る
と
思

う
。
今
後
、
期
間
短
縮
に
つ
い
て

は
話
し
合
い
の
機
会
を
多
く
作
っ

て
い
く
。

(

２)

「
各
種
改
革
」
に
つ
い
て
は
、

石
炭
産
業
が
輝
い
て
い
た
時
か

ら
、
夕
張
に
は
何
か
依
存
体
質
、

前
例
主
義
が
あ
っ
た
よ
う
に
思

え
る
。
こ
れ
ら
か
ら
の
脱
却
と
大

胆
な
改
革
が
必
要
で
あ
る
。

職
員
の
「
地
域
担
当
制
」
を
導
入

島

田

達

彦

議

員

質

問

藤

倉

肇

議

員

質

問
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議会主催の『住民懇談会』を開催します
市議会のとりくみを広くお知らせし、市民の皆さまから市政・議会に対するご意見をう

かがう場として、つぎのとおり議会主催の『住民懇談会』を開催します。

８月３０日（火） 市民研修センター 午後６時００分から

８月３１日（水） はまなす会館 午後６時００分から

― ご都合のよい会場へお越しください ―

す
る
。
行
政
と
市
民
が
、
そ
れ
ぞ

れ
一
方
通
行
の
情
報
で
は
な
く
、

相
互
が
情
報
を
共
有
す
る
。
政

策
に
つ
い
て
も
、
で
き
る
こ
と
に
は

即
着
手
。
で
き
な
い
時
に
は
な
ぜ

で
き
な
い
の
か
を
明
確
に
す
る
。

閉
塞
感
の
打
破
と
市
民
の
行

政
参
加
が
で
き
る
体
制
を
構
築

し
て
い
き
、
夕
張
再
生
の
早
期
実

現
に
務
め
る
。

◎
財
政
再
生
計
画
と
新

市
長
・
市
民
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

■
質
問

(

１)

市
長
は
選
挙
を
通
じ
て

「
市
民
の
声
が
最
も
大
切
」
で
あ

る
旨
、
訴
え
て
き
た
が
、
就
任
初

年
度
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
方

法
で
、
市
民
の
声
を
聞
こ
う
と
し

て
い
る
の
か
。

(

２)

市
民
の
声
に
は
財
政
再
生

計
画
の
修
正
・
変
更
を
伴
う
よ

う
な
要
望
事
項
も
想
定
さ
れ
る

と
思
う
が
、
市
長
は
ど
の
よ
う

な
観
点
で
要
望
事
項
の
中
か
ら

必
要
と
す
る
事
業
の
判
断
を
行

い
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
検
討
し
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
の
か
。

(

３)

歳
入
確
保
策
と
し
て
の
ふ

る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
方
法
に
つ

い
て
、
今
後
検
討
し
て
い
る
も
の

は
あ
る
か
。

(

４)

国
や
北
海
道
へ
の
要
望
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
感
で
対
応
し
て
い
く
の

か
。
（
期
間
短
縮
）

■
答
弁

(

１)

市
民
の
声
を
大
切
に
す
る

の
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
と
考

え
て
い
る
。
地
域
担
当
職
員
制
度

を
導
入
し
、
地
域
課
題
を
整
理

し
た
上
で
市
民
と
直
接
対
話
の

場
で
あ
る
「
市
長
と
話
そ
う
会
」

を
定
期
開
催
し
た
い
。
開
催
時
期

に
つ
い
て
は
現
段
階
で
は
未
定
。

(

２)

計
画
の
変
更
に
つ
い
て
は
財

源
の
確
保
が
基
本
。
必
要
性
・
緊

急
性
・
後
年
次
へ
の
影
響
を
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
新
た

な
事
業
で
必
要
と
判
断
さ
れ
る

も
の
が
あ
れ
ば
、
振
り
替
え
る
こ

と
も
有
り
得
る
。

(

３)

ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
に
つ

い
て
は
市
民
・
企
業
の
皆
様
に
よ

る
協
力
に
つ
い
て
、
今
後
広
報
に

よ
る
周
知
を
検
討
し
た
い
。

◎
組
織
（
機
構
）
改
正

に
つ
い
て

■
質
問

７
月
か
ら
の
組
織
改
正
に
お
い

て
、
対
市
民
的
な
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら

れ
る
の
か
。
 

■
答
弁

ま
ち
づ
く
り
企
画
室
の
設
置

を
軸
と
し
て
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
や

政
策
を
示
す
こ
と
で
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
活
性
化
が
図
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

ま
た
人
財
育
成
を
よ
り
図
れ

る
機
構
へ
と
改
編
し
た
い
。
市
民

の
皆
さ
ん
に
は
混
乱
な
き
よ
う
、

わ
か
り
や
す
く
周
知
を
し
た
い
。

平
成
23
年
本
年
は
統
一
地
方

選
挙
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

４
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
、
夕

張
市
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て

市
民
の
付
託
を
得
、
新
た
な
議

会
体
制
を
ス
タ
ー
ト
し
３
ヶ
月
が

経
過
を
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
間

新
体
制
後
初
と
な
る
６
月
の
定

例
市
議
会
に
お
い
て
は
、
市
政
に

お
け
る
今
後
の
課
題
対
応
等
に

つ
い
て
全
議
員
が
質
問
に
立
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
所
見
を
述
べ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

現
在
本
市
は
、
財
政
再
生
計
画

の
下
、
着
実
に
自
治
運
営
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

本
市
が
真
の
再
生
を
目
指
す
上

で
必
要
な
懸
案
事
項
・
事
務
事

業
等
に
つ
い
て
は
、
私
ど
も
市
議

会
と
し
て
も
積
極
的
な
働
き
か

け
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
期
は
新
た
な
議
会
改

革
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
強
い
信
念
を
持

ち
、
全
議
員
で
そ
の
実
現
に
向
け

て
本
格
的
に
取
り
組
み
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
地
域
再
生
に
向
け
、
私

ど
も
市
議
会
と
し
て
も
全
力
を

挙
げ
て
議
会
の
役
割
・
機
能
を
果

た
す
べ
く
市
民
の
皆
様
の
ご
期
待

に
添
え
る
活
動
を
と
り
進
め
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
    

夕
張
市
議
会
議
長

高
 橋
 一
 太

市
民
の
皆
様
の

ご
期
待
に
添
え
る
活
動
を

暑い夏に涼を運ぶ、滝の上公園の風景

厚

谷

司

議

員

質

問


